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(1) 

直線 l を 0 cbyax とおき、 c を変化させたときの )(lf の最小値を考える。 
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したがって、 )(lf を最小にする c は 
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したがって、直線 0l は 0
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byax となるから、 

△ ABCの重心 
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321321 yyyxxx
を通る。(証明終) 

 

(2) 

(1)において、△ ABCの重心が原点Oに一致するように平行移動し、 

さらに 1辺が x軸と平行になるように原点Oを中心に回転させても、 

一般性を失わない。 

このとき、 0321321  yyyxxx であり、 

)2,(),,(),,( 2121 axxCaxBaxA  とおく。 

また、直線 l を )20(0)(cos)(sin   ≦yx とおく。 
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ここで、  2cos2sin qp  という形の式は )2sin(22   qp と変形できる。 022  qp のとき、  20 ≦

において、  2cos2sin qp  を最小にする が 2 つ存在するが、周期が であるから直線 l の式は一致する。

すなわち、 )(lf を最小にする直線 l は 1本のみである。 
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したがって、異なる 3本の直線が )(lf を最小にするには、 022  qp 、 0 qp である必要がある。 
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①より 12 xx   ②に代入して 03
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01 x とすれば axax 3,3 21   )2,0(),,3(),,3( aCaaBaaA   

 

したがって、 aCABCAB 32 であるから、△ ABCは正三角形である。(証明終) 

 

なお、△ ABCが正三角形であるとき、その重心を通る任意の直線 l について、 )(lf は一定である。 


